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KAVCのニューノーマルを紹介するコーナー「NEW TIPS」を掲載！

桜の名所・会下山公園は、実は紅葉も絶景！　
「神戸らしい眺望景観10選」にも選ばれた、公園広場からの眺めも要チェック。

日本を代表する大女優・杉村春子の出演作品を上映。
詳しくは中面「神戸みちくさ天国」にて。

映画評論家・淀川長治の生まれたまち、神戸の映画館をつなぐ地域映画イベント
「KOBE CINEMA PORT フェス」は10月1日（木）～11月1日（日）開催！

11月に美術作家・大八木夏生、勝木有香による
2人展を開催！　詳しくは特集にて！



2色刷り 写真プリント

よくぞ聞いてくれました！　

カレーって、スパイスの調合から盛り付ける

お皿選びまで、無限にこだわりどころがある

料理ですよね。それは、スクリーンプリント

もまた同じ。インクの調合から印刷する支持

体選びまで、無限のこだわりポイントが詰
まった表現技法なんです。

メッシュマン！　スクリーンプリントとカレー

には、一体どんな関係があるんですか？

うんうん。そこで今回は、カレーづくりから、
スクリーンプリントとアトリエKAVCを
紐解くオリジナルチャートをつくってみま

したよ。いざいざ、スクリーンプリントの

うーん、なるほど。言われてみれば、アトリエ

KAVCを利用する方は、粘り強くて実験好きな

方が多い気がします。KAVCって、ホールや

ギャラリーで作品を発表したり、ダンスや音楽

の練習で利用したりする方が多いですが、美術
制作の場としても広く開かれているって、

意外と知られていないですよね。

ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
で
の

 
 

も
の
づ
く
り
は

 
 
 
 

カ
レ
ー
づ
く
り
に
通
ず
る
！

アトリエKAVCは、KAVCの3階にあるスクリーンプリント（シルクスクリーン）を用いた作品制作のための

工房です。「スクリーンプリントって何？」というあなたのために、伝道師のメッシュマンが、独自の理論で

アトリエKAVC・スクリーンプリントを紐解きつつ、活用法を診断します。さあ、あなたはどのタイプ？

裏面の漫画
でおなじみの

メッシュマンによる、
アトリエKAVC・スクリーンプリント活用診断

カレーは
スパイスから
こだわって
つくりたい

人がつくった
カレーは
おいしいと

思う

自分でつくる
カレーに

飽きてきた

おいしいカレーに
出会ったら、
つくり方の

コツや隠し味
を知りたいと思う

つくりたい味が

具体的に
イメージできる

はじめてつくる
カレーは

レシピ通りに
つくりたい

ハマったら

毎日でも
食べたい

まずは 11月に開催予定の、スクリーン
プリントを扱う若手作家の展示「ピン
ボケの影像」を鑑賞してみましょう。
道端で見つけた気になるものと向き合
い、自身の無意識を可視化する大八木
夏生と、「動き」に着目し、動画のコ
マを重ね合わせて抽出した形と線で、
見えない存在としての「動き」を描き
出す勝木有香が出展。同じ技法でも、
異なる作風の作品を見比べてみて。

お店の味を楽しむタイプには、作品鑑賞がおすすめ！

孔版印刷の一種。目の細かい網（メッ
シュ）に、インクの通る穴をつくっ
て製版する。版にインクを乗せ、ス
キージーと呼ばれるゴム製の道具を
使って、穴に均一な量のインクを落
とすことで印刷する。
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美術担当・岡村

メッシュマン

美術担当・岡村

よくぞ聞いてくれました！　

カレーって、スパイスの調合から盛り付ける

お皿選びまで、無限にこだわりどころがある

料理ですよね。それは、スクリーンプリント

もまた同じ。インクの調合から印刷する素材

選びまで、無限のこだわりポイントが詰
まった表現技法なんです。

メッシュマン！　スクリーンプリントとカレー

には、一体どんな関係があるんですか？

そこで今回は、カレーづくりから、スクリーン
プリントとアトリエKAVCを紐解くオリ
ジナルチャートをつくってみましたよ。いざ

いざ、スクリーンプリントの世界へ〜！

うーん、なるほど。言われてみれば、アトリエ

KAVCを利用する方は、粘り強くて実験好きな

方が多い気がします。KAVCって、ホールや

ギャラリーで作品を発表したり、ダンスや音楽

の練習で利用したりする方が多いですが、美術
制作の場としても広く開かれているって、

意外と知られていないですよね。
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カレー屋開業タイプには、一般開放日がおすすめ！
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理想のカレー像をもつあなたは、ぜひアトリエ
KAVC一般開放日へ。用途に合わせたインクや、
スタッフ特製の刷り台、便利な洗い場など、充実
した備品や設備を使いながら、思うがままに制作
に打ち込めます。もちろん、スタッフによるアド
バイスやサポートも受けられますよ。

料金・利用方法
開放日時：月4回程度（Webサイトからご確認ください）
 13:30〜 17:00
開放人数：1日4人まで（予約者のみ）
予約方法：毎月28日 10:00から翌月の開放日の利用予約を

行います（28日が休館日の場合は前日27日）。
お電話にてお申し込みください。

 ※法人、営利目的でのご利用はできません。
利用料金：施設利用料¥1,300 ＋ 材料費￥900
準備物： 印刷する紙や布、版下（はじめての方は、イラ

ストや原画をお持ちください。データでも可）
 ※版を持ち込まれる場合は版のサイズ・メッ

シュをご予約時にお知らせください。

KAVCでは、スタッフの手ほどき
を受けながら、スクリーンプリン
トのいろはが学べるワークショッ
プを開催。Tシャツに絵柄をプリン
トしたり、シンプルな形の版を組
み合わせて新しいデザインをつ
くったりと、大人も子どもも楽し
めるプログラムを企画しています。

※今後の実施については、
 KAVCのWebサイトをご覧ください。

好きなときに好きなだけ、こだわりのカレーを
つくりたいあなたは、お家でできるスクリーン
プリントに挑戦してみては。プリントの基礎を
学んだ中〜上級者が対象ですが、フォトフレー
ムや定規といった日用品と太陽光を使って、い
つでもどこでも印刷が楽しめますよ。

詳しい刷り方は、

『### vol.05』をご覧ください！
アトリエKAVCが発行する、スクリーンプリン
ト専門のリトルマガジン『###』（メッシュ）。
vol. 05では、「刷れる！スクリーンプリン島」
と題して、無人島（家）での印刷方法を、スタッ
フのアドバイスとともに紹介しています。
※『###』はKAVCほか、関西の書店や文化施設で販売中。
詳しくはアトリエKAVCのWebサイトから。

2019年 10月26日に行われた、KAVCスタッフによる「新開地カブキモノ大興行」小道具の手ぬぐい制作風景。一
般向けのワークショップも随時開催しています。
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手ぬぐい一反 (10m)を刷るワークショップも！

刷り方をマスターしたら、

絵づくりにもこだわってみて！
色数を制限して絵づくりを考えたり、パソコンを使って
写真を加工したりと、刷り方・絵づくりの方法も多種多
様。『###』を読んで、挑戦してみましょう！
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アトリエに入ってすぐ右手
にあるのが、存在感抜群の
大型露光機。なんと 1300
× 1800mm（人ひとりが
すっぽり入るサイズ！）の

版まで対応可能。版枠さえ
持ち込めば、大きな作品の
版も製版できます！

勝木有香
『Slipped and turn round and round』
（2019 年）

大八木夏生
『格子模様と押し問答』
（2020年）
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アトリエKAVCなら、巨大な露光機も使える！
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自宅でカレー研究タイプには、家でスクリーンプリントがおすすめ！

若手芸術家支援企画2020

「ピンボケの影像」
出展作家：大八木夏生、勝木有香

会期：2020年11月5日（木）–11月19日（木）
会場：KAVCギャラリー、コミュニティスペース1room
料金：入場無料　

出展作家・勝木さんからのコメント

新開地のあたたかくて、わいわいした雰囲気は、私と大八木
さんの作品にも共通しており、新開地やKAVCに合う作品だ
と思っています。また、私の作品のテーマである「動き」の
イメージと重なるところもあります。新開地の街の、壁や看
板、人々といった、さまざまなところに視点が移るような感
覚を、今回の作品と展示で再現できればと思っています。

刷り台に手ぬぐいを広げて

セットしておく

刷った部分から順番に

乾かしていく 好きなサイズにカットする

ひとつの版を移動させながら

繰り返し印刷する

1

3
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4

完成！

インク

版

紙

※露光機の上に乗るなんて絶対に
ダメですよ〜！道具は大切に！

アトリエKAVCの

Webサイトはこちら

料理教室受講タイプには、ワークショップがおすすめ！



地球と生命の変遷を辿るVR授業のシーンでは、カンブリア紀の海に
降り立つ場面も。きれいな海に興奮し、「泳ごうぜ！」とはしゃぎ出
す男子校生たちの身体の向きも工夫のひとつ。「ビデオウィンドウで
見る顔の向きを信用するのではなく、VR空間のなかでのそれぞれの
ポジションを把握しておいたほうがいい」というペレイラ氏の指導を
演技に反映している。

ART VILLAGE VOICE vol.94
発行日：2020年9月30日
発行元：神戸アートビレッジセンター
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団
〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14
TEL 078–512–5500　FAX 078–512–5356
開館時間 10:00–22:00

休館日 毎週火曜日（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始
編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）

編集：妹尾実津季・鈴木瑠理子（MUESUM）

アートディレクション&デザイン：仲村健太郎・小林加代子
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3カ月間の休館を経て、6月から

開館したKAVC。その間に生まれた、

新しい取り組みを紹介します。

　「今の間合い、ちょっと気持ち悪くない？」「わかる！　同時
に喋っている感じをもっと出したいよね」
　そんなやりとりが交わされたのは、Web会議サービス
「Zoom」に立ち上げられた一室だった。画面には十数のビデ
オウィンドウが並び、その一つひとつにゴーハイ生の姿が映る。
　当初は、7月中旬から対面での稽古を予定していたが、全国
的に感染者が増加したことを受け、本番を含めたすべての過程
をオンラインで実施することを決断。演劇・ダンス担当の前田
は、「集わないからこそ、新たな作品が生まれるのではないかと、
みんなで気持ちを切り替えました」と振り返る。
　今年度の演目は『進化する、変わらないもの』。演出を務め
るFOペレイラ宏一朗氏が、コロナ禍においてコミュニケー
ションツールとして普及した、ビデオミーティングを舞台に書
き下ろした作品だ。ストーリーは、高校生たちがオンライン授
業に集うところからはじまる。あにゃ、アン、かっつん、シアン、
すず、茶々、ネオス、はる、フォンという名で呼ばれる彼らは、
真面目で物静かな、そると先生の話に退屈し、四方八方で私語
を交わす。スマートフォンを手放せないシアンは、授業そっち
のけで好きな先輩からのメッセージに有頂天。受験勉強に専念
したい優等生のはるは、教育への想いを語る先生に「いつになっ
たら授業がはじまるんですか？」と呆れ顔で訴える始末だ。
　すると先生は、「みなさんは海を知っていますか？」「山は？　
川は？　風は？　空は？　星は？」と、生徒たち一人ひとりに
次々と投げかける。彼らは突拍子もない問いに苦笑するが、改
めて尋ねられると、実感を伴った言葉を返せず困惑してしまう。
そして、先生はVR装置を用いて、生徒たちを仮想の世界へと
誘う。目の前に広がるのは暗い宇宙、つまり星が誕生する、す
べてのはじまりの場所だ。彼らは地球の歴史を辿り、生物の進
化と移りゆく時代を目の当たりにしながら、生死の尊さと世界
の美しさ、仲間と生きることの喜びを学んでいく。
　「ビデオウィンドウは日常と切り離せません。だから、あえ
て飛躍した世界を描こうと思ったんです」とペレイラ氏は語る。
演者であるゴーハイ生の背後に映るのは、毎日を過ごす自宅の
部屋だ。現実の風景と、VRで見る地球と生命の変遷。その壮
大な振れ幅が、彼らの「演じる」という行為によって立ち上がる。
　だが、前例のない方法で稽古や公演に挑む難しさはなかった
のだろうか？　ペレイラ氏は「場の空気感が掴みにくかった。

対面なら察することができる雰囲気
も、オンラインだとなかなか伝わら
ない。疑問や迷いをきちんと言葉で
伝えることが大事でした」と話す。
冒頭のやりとりも、そんな配慮のひ
とつ。ゴーハイ生たちは、生徒たち
の自然な会話のテンポを表現するた
めに、台詞をあえて被せるようにつ
ないだ。一方、ナビゲーターとして
ゴーハイに伴走する大塚雅史氏は、
「一人ひとりの声や動きにじっくり
と向き合うことができた」と語る。
ビデオウィンドウがあることで、
個々の動作に注力しやすくなる。
オンラインならではの特徴は、指導
にも新たな視点をもたらした。

www.kavc.or.jp
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新開地大開通りの路地にあるスタンド
バー。店主のねこしゃんの絶妙な場回し
とトーク力で、一見さんも気がつけば常
連さんの輪のなかに。新開地の夜を気持
ちよく締めくくる、新定番スポットです。
スタンドねこしゃん　神戸市兵庫区水木通 1-4-5

お好み焼き てんてん
神戸市兵庫区東山町2-1-17

湊山温泉
神戸市兵庫区湊山町26-1

羽仁真理子さん ［地域事業担当］
推薦者

選び抜かれた日本酒はどれも絶品!!　居心地

が良くて、ついついお酒が進みます。ひとり

で行っても楽しいですよ！

スタンドねこしゃんの「店主のトーク力」
vol.10

KAVC REPORT

KAVCが2009年から継続する高校生のための演劇プロジェクト「Go! Go! High School 
Project（通称ゴーハイ）」。毎年ひと夏をかけ、プロの演出家の指導のもと、学校の枠を超えて
仲間と作品をつくり上げる本企画も、今年で12年目となりました。新型コロナウィルス感染拡
大の影響下で迎えた今回は、はじめてすべてをオンライン上で開催。“ゴーハイ生”たちは、ど

のように芝居を築いていったのか？　稽古から本番までの歩みを辿ります。

   Go! Go! High School Project 2020

 『進化する、
  変わらないもの』

　ゴーハイ生たちはというと、対面が叶わない
状況下でも、自主的にLINEグループをつくり、
演技の振り返りを行っていた。円滑なコミュニ
ケーションが成り立った背景には、休憩中に「宿
題やった？」「最近どう？」とメンバー同士が
積極的に声をかけ合っていたことも大きい。実
は担当の前田は、10年前にゴーハイに参加し
たOGのひとり。彼らの活動を顧みながら、「は
じめての通し稽古では、通信環境に左右されて、
画面がフリーズしてしまったんです。でも、ど
うにかゴーハイ生だけで続けることができた。
みんなで演劇をつなげようという意識は、ホー
ルで開催するときと変わりません。やってよ
かったと思いました」と力強く語る。
　成果発表公演は、YouTubeを通じ、限定公
開でライブ配信した。ゴーハイ生演じる生徒
たちは、VR空間のなかで、時代を飛び越えて世界に身を投じ
る。時には、闊歩する恐竜から逃げ回り、戦争の只中で攻撃
を避けようと息を潜め、不安が高じてぶつかり合うことも。だ
が、彼らは互いの存在を認め、ともに歩んでいくことで、先
生の投げかける問いの答えを見出していく。それは、仲間と
試行錯誤し、作品を演じ切ろうとするゴーハイ生とも重なる。
　大塚氏は「こんな状況下だからこそ、演劇は力を発揮します。
夢を持ち、助け合う。そういった、生きる上で大切なことを
経験できる」と話す。しかし、「顔を合わせてトレーニングし
たり、手をつないで舞台に臨んだりすることも、演劇には重
要な要素。来年は劇場で経験させてあげたいですね」と、少
し悔しさも滲ませた。また、ペレイラ氏は「高校時代は、そ
の後の自分の人生をイメージする時期。そんなときに、学外
の仲間や、社会で活動する大人と関わりを築くことは、大き
な意味を持ちます。周囲からいろんな影響を受け、また自分
も与えているということを感じてほしい。演劇は、自分のあ
りようを映し出す鏡だと思います」と語る。
　直接触れ合えない環境で実施した今年のゴーハイは、「今」
を生きる高校生たちにとって、他者と自分の存在をより強く
意識する機会になったのではないだろうか。演技を磨くだけ
でなく、「仲間と力を合わせること」を目的とするゴーハイの
学びの本質は、オンラインの画面にも表れていたように思う。

 取材日：2020年8月10日（月）@Zoom［稽古・インタビュー］

　　　　　　　　2020年8月16日（日）＠YouTube［成果発表公演］　

日時：稽古期間 2020年7月 18日（土）〜8月 15日（土）
　　　成果発表公演 8月 16日（日）14時〜
会場：Zoom（稽古）、YouTube（成果発表公演）
参加者：あにゃ、アン、かっつん、かな、シアン、すず、そると、茶々、
ネオス、はる、フォン

作・演出：FOペレイラ宏一朗（プロトテアトル）
ナビゲーター：大塚雅史
演出助手：大月航（劇団エクステ）
音響：岩田真憂伽
主催：神戸アートビレッジセンター
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）、
　　　独立行政法人 日本芸術文化振興会

for KAVC New normal
東山商店街にある、ご夫婦で営むお好み
焼き屋。醤油の香りがたまらない名物の
「しそ焼き」や「ネギ焼き」はもちろん、
追加料金でお願いできる占いも大人気。
手相、タロット、六星占術などを駆使した
占いはよく当たると評判で、占いを目当て
にやってくるお客さんもいるのだとか。

地元に愛され続けている、創業131年の湊
山温泉。2019年、なんと7000冊の漫画
や絵本を楽しめる図書室「喫泉」が2階
に開館した。ハンモックや本棚の隙間に
設けられた個室など思い思いのスペース
でのんびり過ごせる。新開地界隈のニュー
スポットとして注目が集まっている。

舞台女優として長年日本の演劇界をリードしてき

た一方で、名だたる映画監督らに演技力を買われ、

100本以上の映画にも出演する、映画界にとって

も欠かすことのできない女優・杉村春子。芸者の

世界を描く映画『流れる』では、売れない三味線

芸者・染香役を熱演するなど、脇役に回ってもな

お、圧倒的な存在感を放つ姿は必見です。特集上

映では、杉村の代表作はもちろん、市川崑や成瀬

巳喜男ほか名監督の作品も上映。日本の映画界に

与えた影響や功績にも焦点を当てます。映画のお

ともに、主役級のインパクトを残す「名脇役」の

圧倒的な存在感を堪能してみては。

2020年10月10日（土）〜16日（金）KAVCシアターにて上映

『大曾根家の朝』（1946）『にごりえ』（1953）『千羽鶴』（1953）『晩菊』（1954）
『流れる』（1956）『満員電車』（1957）『午後の遺言状』（1995）

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

老舗温泉の2階で、
漫画の世界にじっくり浸る

KAVCで、
圧倒的な存在感を放つ

昭和の大女優・杉村春子の特集上映

「杉村春子という女優」を観る

店内のファンシーさ　★★★★★
レアなお酒との出会い　★★★★☆

お好み焼きを食べながら、お好み焼きを食べながら、
評判の占いに圧倒評判の占いに圧倒されるされる

感染拡大防止対策を講じたうえでの再開は、正直
“おそるおそる”でした。再開にあたっては、私
たちスタッフだけでなく、利用者の方も人数を分
散させてスケジュールを組み直したり、検温をさ
れるなど、利用方法を工夫して対策に取り組まれ
ています。久しぶりに会って喜ぶ様子を見かける
と、こちらもほっとして、嬉しい気持ちになりま
した。制限はあれど、活動するエネルギーを応援
できる場所でありたいと改めて感じます。新しく
支援の制度ができたり、改訂されたり、利用制限
の内容が緩和されたり、厳しくなったり……。状
況に応じて次々に変わっていきますので、わかり
やすくご案内できるように努めます！　最新情報
は、こまめにご確認ください。

来館時にはみなさまにマスクの着用をお願いして
います。マスクをしていると表情が見えなくなる
ぶん、私たちも今まで以上に笑顔が伝わるように
心がけています。ほかにも、カウンターではアク
リル板のパーテーションを設置。声が聞き取りや
すいように話す工夫をしています。お客さまも大
きな声でゆっくり話してくださったり、ジェス
チャーで内容を補足してくださったりする方が増
え、厳しい状況下で思いやりの行動に触れること
ができ、とても嬉しかったです。ご協力いただき、
ありがとうございます！　これからもお客さまに
安心して過ごしていただけるよう、感染拡大防止
に取り組んでいきます！

感染拡大予防にかかる

施設利用指針の制定
www.kavc.or.jp/events/6152/

来館時のマスク着用と

アクリルパーテーションの

設置橋本 実弥（施設運営担当）

平川光江（アシスタント）

10日（土）　会場：1room

新開地土曜マルシェ

10日（土）　会場：KAVCギャラリー

コマ撮りアニメーション体験
「オリジナルアニメーションをつくろう！」
講師：細井浩和（ソバットシアター／制作技術）　※10月9日（金）〜16日（金）
に『電信柱エレミの恋』上映＆展示を、KAVCギャラリーで同時開催。

10日（土）̶  16日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ

特集上映「杉村春子という女優」

1日（木）̶11月1日（日）
KOBE CINEMA PORT フェス 2020

17日（土）̶  21日（水）　会場：KAVCシアター

KOBE CINEMA PORT フェス関連企画

特集上映「ニッポンの喜劇映画セレクション 第三弾」

28日（水）̶  29日（木）　会場：KAVCホール

KAVC 新しい劇場のための work:02 壱劇屋『異空間クラスター』

KOBE CINEMA PORT フェス関連企画

3日（土））　会場：KAVCギャラリー

映像＆映画講座「ニッポン喜劇映画時代」
講師： 佐藤 利明（娯楽映画研究家）

4日（日））　会場：KAVCギャラリー

映像＆映画講座
「マッドマックス 怒りのデス・ロードから物語を学ぶ」
講師：西尾 孔志（映画監督・おおさか映画学校代表）

NOVEMBER

5日（木）̶  19日（木）　会場：KAVCギャラリー、1roomほか

「ピンボケの影像」
出展作家：大八木夏生、勝木有香

13日（金）̶  15日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY2020-2021 
Awhooo『パンと日本酒』

7日（土）̶  20日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ 
ナショナル・シアター・ライブ

『夏の夜の夢』『プレゼント・ラフター』
〈その他上映作品は近日公開〉

※ 10月26日（月）～ナショナル・シアター・ライブ解説講座が開講（全5回）。

DECEMBER

4日（金）̶  18日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC シネマ ＜詳細は近日公開＞

最新のイベント情報は随時Webサイトなどでお知らせします。

『晩菊』© TOHO CO., LTD.

『流れる』© TOHO CO., LTD.

本番 1週間前に行われた、通し稽古後のフィードバックの様子。ペレイラ氏は「Show must go 
on.（＝はじまったら何があっても続けなければいけない）」という慣用句を挙げ、「本番では自分
たちで最後まで演じ切らないといけないからね。誰かが忘れたら、『思い出せ！』のシグナルを出
してあげること」と伝えた。チャットには、大塚氏による愛のこもったダメ出しも。

ゴーハイ生たちが立ち上げたLINEグループのチャット。
意見交換を自主的に行う様子から、対面せずとも、“仲間”
として関わりを築く様子がうかがえる。

例年はKAVCホールが主な稽古場となっていた。ゴー
ハイ生は、演出家や仲間とともに考え、表現を追求し
ていく。それぞれが身につけたゼッケンには、親しみ
やすいあだ名が記されている。

Photo: 井上嘉和

TIPS 1

TIPS 2



7月24日（金）に、美術家・

菊池和晃さんによるワーク

ショップ「スター作家の作品

を生産するマシンを考える」を

開催しました。菊池さんが作品

を制作するときの思考過程に基

づいて、作家のリサーチから、

機構の検討、製図までを行うという難解な内容でしたが、

参加者のみなさんからは「そんな動きで !?」という想像

の斜め上を行くマシンが提案され、頭の回転の速さに驚

きました。今後この体験が、作品制作か、作品鑑賞の幅

を広げるきっかけになればいいなと思いました。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、全国さま

ざまなイベントでの似顔絵屋、ワークショップなど活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.94　発行日：2020年9月30日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（総務チーフ）、山本聡之（総務・経理担当）、明田春来・橋本実弥（総務・施設運営担当）、近藤のぞみ（事業マネージャー）、

前田詩穂（演劇・ダンス担当）、岡村有利子（美術担当）、岡本酉子（映像担当）、羽仁真理子（地域事業担当）、野澤美希（広報担当）、河合なお・平川光江・中川恵理子・山本和馬・横山春乃（アシスタント）］　 編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）　編集：妹尾実津季・鈴木瑠理子（MUESUM）　アートディレクション

&デザイン：仲村健太郎・小林加代子　イラスト（内面）：大津萌乃、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

7月より、アシスタントとして勤務

しはじめました。よろしくお願いし

ます。大阪に住んでいる私にとって、

新開地は三宮駅などと比べると遠い

印象があったのですが、実は電車で

1時間圏内で、案外近いんですね。

今は来館されるお客さまや新開地の

まちの様子をうかがいながら、毎日

仕事を覚えています。さて、このコ

メントを書いている8月は、KAVCシ

ネマのお客さまが増える時期です。

先日、まったく知らないジャンルの

映画を上映していたのですが、その

作品をお目当てにたくさんの方がい

らっしゃるのを見ると、「一体、どん

な映画なんだろう？」と興味津々に

……！　これからは、新しいジャン

ルの作品も観てみたいと思います！

K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分

ア
ク
セ
ス

横山春乃 ［アシスタント］

中川恵理子 
［アシスタント］

VOICE 01
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カ月間続いた臨時休館の直後、まず私が取り組んだ

のは映像のライブ配信技術の習得でした。検索履

歴には「配信　どうやる　YouTube」「ライブ　配信　機材」

などのワードがずらり。ひとまずネット上に点在するあり

とあらゆる情報をかき集め、機材の説明書を読み漁りま

した。6月、臨時休館後初の劇場公演となった、マイム俳

優・いいむろなおきさんの公演を皮切りに、7月にはART 

LEAP 2020の展覧会プラン公開プレゼンテーション、8月

にはゴーハイ2020の成果発表公演をライブ配信で実施。

次なる企画も計画中です。配信実施後、直接顔は見えない

けれど、オンライン上で公演やイベントを見てくれていた

人がいることを強く実感し、久しぶりに人
ひと

気
け

を感じられた

ことは素直に嬉しく、励みになりました。もしかすると、

文化施設は「基地」のようなものなのかもしれません。も

ちろん実際に顔と顔を合わせて経験を共有することの大切

さは変わらないはずですが、今後は、ここにオンラインだ

からこその強みを加えて、KAVCという「基地」から創造

性をさまざまに広げていける活動ができるように、スタッ

フ一丸となって試行錯誤していきたいなと思っています。

3　　　　　　　　　　

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

野澤美希 ［広報担当］
改めてカメラの面白さに目覚めて、私物のカメラを上位モデル
に買い換えようか検討中……。機材って沼ですね（笑）。

執筆者

おことわり

新型コロナウィルスの感染拡大に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　


